
令和７年度 兵庫県立洲本高等学校・定時制課程 学校評価   
重点項目 １．基礎基本の定着と学び直し 

２．規範意識や社会性の育成 
３．生徒の自主・自律・共生の育成 
４．開かれた学校づくり                                評価 ４･･･ よくできた                          
５．進路指導の充実                                     ３･･･ まあまあできた                    
６．生徒理解と教育支援体制の充実                              ２･･･ あまりできなかった          
７．危機管理及び防災・安全教育                               １･･･ できなかった 

重点事項の振り返りと職員アンケートによる評価                                                                   Ａ･･･3.5～4.0   Ｂ･･･2.5～3.4   Ｃ･･･1.0～2.5 

部 
学
年 

重
点
事
項 

重点項目 具体的な取り組み 
 

評価 
R6  R7 

今年度の振り返り 次年度への展望 

総

務 

４ 

５ 
広報活動の充実 

行事等を通じて現在の本校生徒の様子を
公開し、本校に対する客観的イメージを向
上させるとともに、幅広い進路選択ができ
る端緒とする。  

3.8 

 

Ａ 

3.8 

 

Ａ 

「HP」で月別行事予定や学校行事の様子などを載せて内容の充実に取り

組んでいる。また、年5回『夜学の灯(やがくのひ)B4サイズ』および年度

末の『夜学の歳時記(冊子)』を発行・配布して、各分野での生徒の活躍

（全国大会出場など）や修学旅行・遠足の様子を掲載している。 

HPでの活動広報などを充実させると同時に、『夜学の

灯』·『夜学の歳時記』などを通じて、学校行事等に熱心

に取り組む本校生徒の様子を公開していきたい。 

 

２ 

４ 

家庭・地域・関係
機関との連携強化 

家庭や地域と連携した活動を展開するこ
とで自己有用感を体感させるとともに、社
会性や自主・自立の精神を育む。 

3.8 

 

Ａ 

3.9 

 

Ａ 

担任のきめ細やかな家庭連絡や面談を通じて、家庭からは信頼を得られ

ている。また、毎年、地元老人会に対して、「体育祭」への参加、「生活

体験発表会」·「文化祭」·「卒業式」などへの案内、「校外清掃」を一緒に取

り組むなど、直接交流を行うことができた。 

引き続き信頼を得られるよう、家庭連絡や面談を通じて

生徒の学校生活の支援を続けていく。地域社会との新た

な交流の方法の模索と創設を続け、生徒の自己有用感を

さらに高めていくことを目指す。 

３ 

７ 

安全・防災教育及

び危機管理の徹底 

危機対応ハンドブックに基づいて職員研
修を行い、防災避難訓練を通じて生徒の安
全に対する意識を高める。 

3.3 

 

Ｂ 

2.9 

 

Ｂ 

地震発生を想定しての避難訓練を実施した。洲本消防署には計画段階から

指導・助言、実施後も講話していただいた。訓練に関しては、各方面で指

摘される〈避難後の集合点呼において、職員と生徒の間の、避難人数・そ

の他の状況を情報共有する〉ことができた。安全教育についても、職員の

研修を行い危機管理の意識を高めることができた。また、毎年１月には阪

神・淡路大震災の犠牲者を慰霊する行事をとおして「生命（いのち）の大

切」の教育を行っている。 

いざという時に各々が落ち着いた行動が取れるように、

避難訓練のさらなる充実を目指す。[※隔年想定（地震と

火災）により、次年度は「火災」を想定)] 

 

 

 

 

 

教 

 

 

 

 

 

務 

 

 

 

 

１ 

４ 

研究・公開授業の
推進 

各教員が年間に１，２回程度の公開授業を
実施し、教員相互の評価を利用して、教科
指導の工夫改善を行う。 

3.4 

 

Ｂ 

3.3 

 

Ｂ 

各教員が公開授業を実施し、相互評価・意見交換することで、教科指導

の工夫改善などに繋がった。 

公開・研究授業は、教員の教科指導の工夫改善に繋がっ

ている。実施後の自由な意見交換や、実施時期の工夫を

し、計画的に行えるよう、推進する。 

１ 授業改善の推進 

年間２回、生徒による自己評価、授業評価
を実施し、授業改善を図る。 

3.6 

 

Ａ 

3.4 

 

Ｂ 

生徒による自己評価、授業評価を実施し、その結果を集計し教科担当に

返し、教員の授業改善に効果をもたらした。 

引き続き自己評価と授業評価を実施し、それを教科担当

に返し、反省点や良かった点をしっかりと受けとめて、

授業改善に繋げていく。 

１ 

６ 
３修制の充実 

３修制の充実に向けて、支援をする。放課
後等を利用して補習を実施する。 

3.7 

 

Ａ 

3.7 

 

Ａ 

それぞれの生徒に対して相談を行い、問題集の貸し出しや過去問の提

供、放課後の補習など十分な支援をした。 

個々に明確な目標を設定し、それに対応できるような体

制を充実させる。 

１ 

 

きめ細かく個を生か

す学習指導の教科 

個に応じた指導ができるように少人数や

ＴＴの授業をできるだけ取り入れる。 

3.8 

 

Ａ 

3.8 

 

Ａ 

１・２年生を中心に少人数授業やＴＴを多く取り入れた、個に応じた指

導がなされた。 

引き続き少人数授業やＴＴを実施し、基礎学力の定着，

個に応じた指導を実践していく。 

１ 

３ 

望ましい授業態度の

育成 

平常点に授業態度も加味するとともに、生

徒に自らの授業態度を自己評価させ、望ま

しい授業態度を育成する。 

3.3 

 

Ｂ 

3.4 

 

Ｂ 

多くの生徒は授業をきちんと受けることができていたが、一部に忘れ物

や私語など、授業中に注意を受ける生徒もいた。 

生徒指導とも連携を深め、指導を徹底していく。また、

折に触れて授業規律を生徒に確認させ、望ましい授業態

度を育成する。 

 

１ 

 

魅力ある授業の創造 基礎・基本が身につくように各教科で指導

方法・副教材等を工夫する。ＩＣＴを活用

した授業を実践する。 

3.3 

 

Ｂ 

3.4 

 

Ｂ 

各教科において授業方法や授業プリントなどに工夫が見られた。設備の

充実により、ＩＣＴを活用した授業を実施している教科を増やしていく

ことができた。 

生徒の興味・関心に繋がる指導方法やＩＣＴを活用した

授業を研究・実践していけるよう、各教科に依頼する。 

１ 

６ 

個に応じた学習指

導の推進 

必要に応じ個別の指導計画を作成し、指導

方法や指導体制の工夫を行う。 

3.3 

 

Ｂ 

3.2 

 

Ｂ 

学期毎に指導内容や生徒の状況などをまとめ、今後の指導体制などの工

夫を行った。 

今年度の状況を振り返り、来年度に向けた指導方法や指

導体制を全職員に確認・徹底していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

生 

 

 

 

徒 

 

 

指 

 

 

 

導 

 

 

 

 

 

２ 

３ 

６ 

７ 

いじめの未然防止
・早期発見 

「いじめを許さない」という方針を生徒・
保護者に明示し、関係機関と連携しながら
生徒向けの講演会を実施する。また学期毎
のアンケートからの情報を、研修会等を通
じて職員間で共有し、日々の指導に活か
す。 

3.9 

 

Ａ 

3.9 

 

Ａ 

毎日の「登校時見守り観察」と連動した生徒情報交換が奏功し、予防的

生徒指導に効果を上げている。教員の受容的態度によって醸成されたア

ットホームな雰囲気と、担任団を中心とした保護者との連携体制により

きめの細かい生徒指導を展開できた。 

現状に満足することなく予防的生徒指導を標榜し、さら

に精度の高い観察と分析を目指したい。また、関係機関

の協力も得ながら、家庭とのきめ細やかな連携を作って

いきたい。 

 

２ 

規範意識やマナー
・モラルの向上を
図る 

ルール遵守・マナーやモラルの向上につい
て、集会等で呼びかけ、規範意識の向上を
図る。授業中や集会で粘り強くマナー指導
を行う。 

3.4 

 

Ｂ 

3.6 

 

Ａ 

授業や集会、登校時の挨拶の中で、マナー指導やルールを守る指導をす

ることができたが、まだまだ規範意識の低い生徒もいる。運転・駐車・

駐輪マナーについても継続して指導していく。 

ごく一部の生徒を除き、集会や儀式に臨む態勢の「型」

と普段の日常生活との、より厳格な線引きができつつあ

る。他の場面でも望ましい「型」が形成できるよう、雰

囲気づくりをしていきたい。 

 

２ 

７ 

交通安全意識の向
上 

通学路における交通安全について、自分の
命も他者の命も傷つけることのないよう
に、関係機関の協力も得ながら交通安全意
識とマナーの向上を図る。 

3.2 

 

Ｂ 

3.8 

 

Ａ 

「交通安全実技教室」を実施し、交通ルールとマナーを社会全体で守っ

ていくことの大切さを伝えることが出来た。 

特に自動車や原付での通学を許可している生徒について

は、交通ルールの遵守といのちの大切さを意識づけてい

きたい。自転車通学者についても、ドライバー社会の一

員としての自覚と責任を持ち続けるよう指導を継続して

いきたい。 

 

２ 

基本的な生活習慣
の確立 

基本的生活習慣が確立されていない生徒
に対してその都度注意し、改善が見られな
い場合には、こまめに保護者への連絡を行
い家庭との連携を図る。 

3.2 

 

Ｂ 

3.4 

 

Ｂ 

挨拶や応答ができるようになった生徒も増えてきたが、対人関係スキル

の低い生徒も散見され、今後の指導課題となっている。授業の欠席・遅

刻が多く、注意を促すと同時に多い生徒には担任から家庭へ密に連絡し

ている。 

今後もさらに進路指導と連携し、必要性や重要性をより

強く感じさせる中で望ましい生活習慣や生活マナーの確

立を目指す。 

 

２ 

指導方針の明確化
と指導体制の確立 

年度当初に生徒指導方針を職員・生徒へ明
確に示し、定期的に取組み状況を確認す
る。 

3.6 

 

Ａ 

3.7 

 

Ａ 

年度当初に生徒指導方針を職員・生徒に示し、それに準じて指導に取り

組んでいる。 

問題行動発生時の対処法等について、事例研究会等を通

じ、全教職員が対処できるよう備えたい。また生徒の様

子にしっかりアンテナを張りながら、早め早めの対応を

心がけたい。 

 

２ 
問題行動の予防 

校門指導（見守り観察）や巡回指導により
生徒をよく観察し、問題行動を未然に防止
する。 

3.7 

 

Ａ 

4.0 

 

Ａ 

「登校時見守り観察」や巡回指導、また受容的態度による普段の生徒へ

の関わりにより、問題行動の抑止となっている。 

普段の授業態度や校内生活全般における気の緩みが、問

題行動につながらないように、ゆったりとした安心感の

中にも規律ある雰囲気を作っていきたい。 

 

６ 

 

生徒の内面理解の
上に立った生徒指
導の実践 

生徒全員に対して年１回の三（四）者面談
と年２回の個人面談を行う。 

3.8 

 

Ａ 

3.7 

 

Ａ 

生徒全員に対して年１回の三者面談と年２回の個人面談を行うことがで

きた。また必要に応じてＨＲ等での面談の回数を増やしているケースも

ある。 

各担任や養護教諭のきめ細かい指導が効果を上げている

が、教員の精神的疲弊や心のケアにも留意したい。 

 

６ 

 

生徒理解に向けた
職員研修の実施 

３月末に新入生の出身中学校より、生徒の
情報収集を行う。生徒理解のために日常的
に情報交換を行い、また職員研修を行うこ
とにより、全職員で情報を共有する。 

3.9 

 

Ａ 

3.9 

 

Ａ 

３月末に新入生の出身中学校より、生徒の情報収集を行い、生徒理解の

ための職員研修を行った。また、適宜生徒理解のための情報交換を行

い、全職員で情報を共有している。 

本校独自の教育文化と言える。今後も、情報共有体制の

さらなる強化と、共有し合える教職員間の雰囲気作りを

目指したい。 

 

３ 

生徒の自主性や自
己肯定感の育成 

新入生歓迎行事や球技大会、体育祭、文化
祭などの行事に生徒の意見・企画を取り入
れ、生徒会活動を活性化する。 

3.7 

 

Ａ 

3.7 

 

Ａ 

各行事において、その都度生徒の意見を聞いたりアンケートを取ったり

して、前年度よりの改善点を見直し、より充実した行事にすることがで

きた。 

前年度の行事を踏襲していくだけではなく、少しでも生

徒自身の関わりが増していくような改善を加えながら見

直していきたい。 



部 
学
年 

重
点
事
項 

重点項目 具体的な取り組み 
 

評価 
R6  R7 

今年度の振り返り 次年度への展望 

 

２ 

３ 

携帯やスマートフ
ォンによるネット
上のトラブルの予
防やマナーの向上 

地域の警察と連携し、防犯教室を開催して
生徒の意識を高める。ネット上のトラブル
防止のためのホームルームを実施する。 

3.6 

 

Ａ 

3.8 

 

Ａ 

年に数回実施しているネットトラブルアンケートからは、生徒のネ

ットトラブルに対する危機意識が感じられるようにはなってきた。

今後も引き続き全体に呼びかけながら、問題の未然防止に努めてい

きたい。 

深刻な状況には至らないまでも軽微なトラブルはアンケ

ート結果からも読み取れる。さらなる啓発と並んで端末

の使用法についての注意もしていきたい。 

 

  

進 

 

 

路 

 

 

指 

 

 

導 

 

 

 

５ 

 

 

進路指導体制の充

実 

４（３）年間を見据えた年間計画を作成し、

組織的・継続的に進路指導を実施する。生

徒に密着した就職指導・進学指導をしてい

く。 

3.7 

 

Ａ 

3.8 

 

Ａ 

年度当初に年間計画を作成し、活動の軸を定めた。計画通りに行事ごと

を実施することができたが、講演者選定に時間を要した。就職希望者、

進学志望者への指導は手厚く行うことができたが、１，２年生への進路

指導に伸びしろを感じている。 

卒業後までを見据えた計画を作成し、１年生から進路を

意識することのできる指導を考えていきたい。予定が少

し急ぎ気味の傾向にあると感じているので、進路決定に

向けて余裕をもって取り組ませられるようにしたい。 

 

５ 

 

勤労観・職業観の

育成 

卒業生や外部講師による進路学習会を実

施し、進路意識を高める。 

3.7 

 

Ａ 

3.7 

 

Ａ 

外部講師を招いての進路学習会を実施し、働くことの重要性、正社員と

非正規雇用との違いを数字などの違いから考えた。２月には地元企業

の人事担当者を招いての講演会を計画している。 

外部講師の選考を計画的におこない、生徒の意識をより

高めていけるようにしたい。また、進学希望者に向けた

取り組みも行っていきたい。 

 

５ 

インターンシップ

の充実 

生徒が普段のアルバイトでは経験するこ

とが難しい職種でのインターンシップを

呼びかけ、アルバイトや正規雇用に結びつ

く機会を探る。 

3.1 

 

Ｂ 

2.8 

 

Ｂ 

インターンシップの募集を今年度は行わなかった。アルバイトの奨励は

積極的に行った。 

職業安定所や地元企業などと関係を深め、インターンシ

ップの魅力についてもう一度考え直したい。アルバイト

とは違い、インターンシップのならではの魅力を発信で

きればと考えている。また、アルバイトを入り口に進路

を考える機会を増やしていきたい。 

 

５ 

県立高校魅力アッ

プ推進事業の活用 

ホテル、介護施設、製造業等の分野から卒

業生が勤めている企業や学校と縁の深い

企業を見学し、職業選択の一助とする。 

3.7 

 

Ａ 

3.8 

 

Ａ 

就職希望生徒を対象に行っている「応募前職場見学」は好結果につなが

った。また、職場探検を行い、進路を考える良い機会となった。進路選

択を行っていくうえで、実施時期や機会を増やすなどこれから検討して

いきたい。 

次年度も引き続き職場見学を推奨していきたい。応募前

職場見学以外にも、１、２年生時点での職場見学など機

会を設けてみたいとも考えている。 

 

 

 

 

保 

 

 

 

健 

 

 

 

７ 

健康管理の能力や
態度の育成 

健康に関する情報を発信し、健康の保持増
進、傷病の予防につなげる。また、生徒の
健康観察を毎日行い、必要に応じて個別の
指導を行う。 

3.6 

 

Ａ 

3.9 

 

Ａ 

登校時に健康観察を実施し、前日に欠席していた生徒や不調を訴える生

徒、普段と様子の違う生徒には個別に声をかけ聞き取りを行っている。

集団に対しては全校集会やほけんだよりで情報を発信した。プレコンセ

プションケアの一環として１・２年生を対象に性に関する講演会を企画

・実施した。より効果的なものになるよう内容や発信方法を検討してい

きたい。 

次年度も登校時の健康観察を継続し、生徒の心身の不調

の早期発見に努めたい。集団に対してはほけんだよりや

全校集会の場を活用し、生徒の実態に合った内容の保健

指導を行い、健康の保持増進や疾病予防につなげたい。 

 

７ 

こころの健康の保
持増進 

キャンパスカウンセリングを充実させる。
職員の教育相談研修を実施し、生徒対応に
関する疑問点について、キャンパスカウン
セラーから指導に役立つ助言を得る。 

3.8 

 

Ａ 

4.0 

 

Ａ 

特別支援教育の充実を目的に、発達検査の読み方や検査に基づいた支援

方法についてカウンセラーを講師とした職員研修を実施した。こどもあ

んしんネットにお悩み相談フォームを設置し、対面以外でも悩みを相談

できる環境を整えている。また、カウンセラーには生徒情報交換会で名

前があがっている生徒の対応方法の助言をいただき教員間で共有をして

いる。 

カウンセラー来校日をこどもあんしんネットやほけんだ

よりで生徒と保護者に知らせカウンセリングを利用しや

すい環境を整え、利用者の増加を図る。引き続き、こど

もあんしんネットなどを利用し、生徒が悩みを相談しや

すい環境を整えたい。 

 

７ 
安全教育の充実 

心肺蘇生法とＡＥＤの使用法について、保
健体育の授業で講習を実施する。 

3.9 

 

Ａ 

3.8 

 

Ａ 

生徒に対しては保健体育の授業、教職員に対しては職員研修でトレ

ーナーを用いた心肺蘇生法の手順とＡＥＤの使用方法の確認を行っ

た。 

心肺蘇生法及びAEDの使用に関しての職員研修を年

１回実施できるよう学校保健計画に位置付ける。 

 

７ 

望ましい食生活を
身につけさせる 

食育指導等を通して、マナーの向上を図る
とともに食生活についての関心を高め、望
ましい食生活を身につけさせる。 

3.4 

 

Ｂ 

3.6 

 

Ａ 

食生活については全校生を対象に、「知って得する！成長期からの栄養」

というテーマで朝食の役割などについての講演会を計画・実施した。実

施後にほけんだよりで講演会の様子を紹介し、保護者へも食の大切さに

ついて周知した。 

次年度も生徒の食生活の実態を把握するために、アンケ

ートを実施し、生徒の実態に合った食に関する指導を実

施する。 
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年 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

規範意識の育成（
１年） 

生徒が学校生活を通して、生徒間で適切な
コミュニケーションをとり、規範意識を持
って生活できるように支援していく。 

3.8 

 

Ａ 

3.7 

 

Ａ 

多くの生徒が適切なコミュニケーションをとり充実した学校生活を送れ

た。正しい言葉遣いや、人が嫌がること、ＳＮＳの使い方等をこちらが

示すことで、規範意識を高めていくことができた。            

相手の気持ちになって行動することの大切さ、みんなが

気持ちよく学校生活を送れるようにするためにどのよう

な行動をすればいいのかという事を常に意識させられる

ような指導を継続していく。 

 

１ 

学び直しの授業の
実施と望ましい授
業態度の育成（１
年） 

中学校までの既習事項の学び直しを授業
で行う。 
授業中の禁止事項を黒板に掲示し、常に意
識させる。 

3.8 

 

Ａ 

3.4 

 

Ｂ 

学び直しの授業から始めることにより生徒の学習に対する不安を小さく

することができた。どの教科も毎時間集中し授業を受けることができて

いる。 

どの教科も毎時間集中し授業を受けることが継続できる

ように指導していく。 

 

 

３

５ 

就労の奨励（１年
） 

未就労生徒に面談を通じて就労をすすめ
る。またインターンシップを活用し就業体
験できるようにする。 

3.3 

 

Ｂ 

3.6 

 

Ａ 

今年度、面談を通じて就労を積極的すすめた。その結果、現在８割の生

徒がアルバイトをしている状況である。アルバイトを通して、コミュニ

ケーションスキル、ビジネスマナー、責任感などを多くのことを学ぶこ

とができているように感じた。 

８割の生徒がアルバイトに踏み出すことができたが、２

割の生徒がアルバイトに踏み出せていないので、継続し

て就労をすすめていく声掛けを行っていく。 

 

２ 

３ 

場面に応じた態度
の育成（２年） 

ＨＲ等あらゆる活動を通して、場面に応じ
たふるまいを生徒に考えさせ、態度の向上
を図る。 

3.6 

 

Ａ 

3.7 

 

Ａ 

学校内では指示されてから動くのではなく、時間など自分で確認して動

けるように注意喚起を行った結果、ほとんどの生徒ができるようになっ

た。また、校外学習等で外出した際には時間厳守で集合することができ

た。 

授業の開始時刻になっても着席していない生徒が数人い

るため、気持ちの切り替えができるように指導してい

く。 

 

２ 

３ 

成功体験の積み重
ね（２年） 

あらゆる活動において、「ほめる」ことで
生徒に達成感を味あわせ、自尊感情を高め
る。 

3.8 

 

Ａ 

3.8 

 

Ａ 

学校行事を含め様々な活動に積極的に参加し、成果を上げ、ほめられるこ

とで自信がついた生徒もいる。しかし、まだ自尊感情が低い生徒もいるた

め、達成感を味あわせるように、支援し、ほめることを増やしていきたい。 

いろいろな場面で社会貢献している自覚を持たせる。 

学校内の活動だけでなく、アルバイトやボランティアな

ど学校外での頑張りもほめていく。 

 

３ 

５ 

進路実現に向け自
分の適性を考える
（２年） 

面談やＨＲを通してアルバイト、インター
ンシップへの参加を奨励し、自分の将来に
ついて考えさせる機会を増やしていく。 

3.6 

 

Ａ 

3.4 

 

Ｂ 

個別に話す機会を設け、進路実現への動機付けを行うことができた。昨

年、アルバイトしている生徒は４割程度であったが、現在では９割の生

徒がしている。ボランティア等に参加する生徒も増え、進路についての

関心が高まった。 

ほとんどの生徒がアルバイトを始めることができた。数

人だけアルバイトを始められていないため、コミュニケ

ーションを図りながら一緒に考えサポートしていきた

い。３修制で就職や進学を考え始める生徒もいるため、

情報を提供し意欲的に取り組めるようにしていく。 

 

２ 

規範意識の育成（
３年） 

自分が置かれている状況を客観的に理解
し、どう振舞うべきなのか考えさせ、規範
意識の向上を図る。 

3.6 

 

Ａ 

3.4 

 

Ｂ 

集会などで自発的に集団としてふさわしい行動がとれる生徒が増えてき

ている。注意を素直に受け入れ行動しようとする姿がみられた。 

修学旅行等を通して時間を守るなどの規範意識の向上が

見られたが、普段の行事の場面に応じた行動ができてい

ない生徒もいるので、更に規範意識を高められるよう引

き続き指導していく。 

 

５ 

進路の明確化（３
年） 

生徒へ進路に関する情報を発信し続け、家
庭と連携しながら、生徒自身の進路に対す
る意識を高めていく。 

3.6 

 

Ａ 

3.6 

 

Ａ 

夏の三者面談・ＨＲや学期初めの面談等で進路への意識付けをし、生徒

が主体的に進路を考えるように促しているが、消極的な生徒も多い。 

卒業後の進路について、考えられるようになってきてい

るが、将来どうしたいかイメージがつかない生徒もみら

れる。自分に合った進路を生徒1人1人が決められるよう

に面談やＨＲをより充実させていく。 

２ 

３ 

６ 

個人の成長（３年
） 

生徒一人ひとりの課題を生徒と一緒に見
つけ、その課題を自らの力で乗り越えられ
るよう支援していく。 

3.6 

 

Ａ 

3.7 

 

Ａ 

指導によるものだけでなく、生徒の相互理解によって役割意識や自己有

用感を持てるようになり、集団としての力が増した。 

個人の成長、集団としての成長により、それぞれが課題

を認識するようになってきた。今後は、生徒が認識した

課題を乗り越えられるよう生徒を支援する。 

 

５ 

職業観・勤労観の
育成（４年） 

年度初めの面談において進路を具体化さ
せ、それに合った意志決定・行動選択がで
きる態度を育む。 

3.7 

 

Ａ 

3.7 

 

Ａ 

年度当初の面談で、進路を具体化するよう促し、それぞれが希望する進

路をある程度実現することができた。 

面談を頻繁に行い、各々に合った進路決定が行えるよう

にする。また、ＨＲなどを活用し生徒の勤労観を高めて

いくようにする。 

 

５ 

進路を見据え、自
ら考え行動する（
４年） 

オープンキャンパスや職場見学を通じ、主
体的な進路決定ができるような態勢作り
をする。 

3.8 

 

Ａ 

3.7 

 

Ａ 

就職希望者は積極的に職場見学を行った。進路実現に向けて自ら行動す

る姿を見ることができた。 

できるだけ複数の職場見学を行い、自らの進路実現に向

け意識させる。進路実現のために、自ら積極的に情報収

集ができるような環境を整える。 

 

２ 

３ 

規範意識の育成（
４年） 

ＨＲ等を通して、今後社会に出て生活する
上での基本的なマナー習得や生活習慣の
確立を支援する。 

3.7 

 

Ａ 

3.4 

 

Ｂ 

日頃から集団生活でのマナーを継続的に指導した。周りへの気遣いを念

頭に、社会に出て生活する上での基本的なマナーや生活習慣を身に着け

つつある。 

携帯の使用や言葉遣いなど、社会人として必要なスキル

や最低限のマナーを身につけ、新社会人として良いスタ

ートがきれるよう支援していく。 


